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新宿区移動等円滑化促進方針の策定にあたって
これからの社会では、高齢化の進展や障害者を取り巻く環境の変化を踏まえ、高齢者、障害者等の誰もが円滑な移動を確保できるよう区内全域でバリアフリー化を進めることが重要な課題となっています。
こうしたことから、新宿区では、新宿駅やたかだのばば駅をはじめとする鉄道駅の周辺を中心に、公共交通機関を利用した移動の利便性及び安全性の向上を、高齢者や障害者等の皆様のご意見を伺いながら進めてきました。
平成３０年に、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」が改正され、区市町村が「移動等円滑化促進方針」を定めることができる制度が創設されました。これを受けて新宿区は、区内全域におけるバリアフリーに関する取組を一層促進させるため、高齢者、障害者等の円滑な移動の確保の方策をまとめた「新宿区移動等円滑化促進方針」を策定しました。
この方針は、令和２年に制定した「新宿区ユニバーサルデザインまちづくり条例」を踏まえ、新宿区の総合的なバリアフリー化の方針として示しています。
方針の策定にあたり、多大なるご尽力をいただいた新宿区移動等円滑化促進方針策定協議会の委員の皆様、まちあるきワークショップ、パブリックコメント等を通じて貴重なご意見をお寄せいただいた皆様に、心から感謝申し上げます。
区は、この方針に基づき、関係事業者や区民の皆様とまちのバリアフリーに関する課題を共有し、共にバリアフリー化に取り組むことで、全ての人が、これまで以上に快適に移動することができるまちの実現を図ってまいります。
今後とも、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
令和３（２０２１）ねん１１月
新宿区長　吉住 健一
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